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あ
の
日
あ
の
時
、
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
た
。
郡
山

駅
に
間
も
な
く
到
着
と
い
う
と
き
、
車
体
が
斜
め
に

な
り
、
ト
ン
ネ
ル
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
急

停
車
し
た
。「
宮
城
沖
で
地
震
」
と
車
内
放
送
が
あ
っ

た
。
月
が
の
ぼ
る
頃
、
粉
雪
が
淡
く
舞
い
散
る
な
か
、

高
架
の
鉄
路
を
隊
列
を
組
ん
で
歩
き
出
す
。
新
白
河

の
駅
舎
は
壊
れ
て
い
た
。
白
河
中
学
校
の
体
育
館
で

一
夜
を
明
か
す
。
朝
刊
が
配
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震

災
の
大
津
波
、
惨
情
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。
昼
に
は

バ
ス
で
大
宮
駅
に
向
け
帰
途
に
つ
く
。
Ｊ
Ｒ
の
職
員

が
一
列
に
な
り
、
頭
を
下
げ
見
送
っ
て
く
れ
た
。

　

本
年
三
月
一
七
日
、
東
北
新
幹
線
で
地
震
に
よ
る

脱
線
事
故
が
あ
っ
た
。
乗
員
乗
客
と
も
に
無
事
だ
っ

た
。
時
速
二
百
キ
ロ
超
の
列
車
が
地
震
を
感
知
し
て
、

一
連
の
対
策
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
、
緊
急
停
車
し

た
。
転
覆
、
大
破
す
る
こ
と
な
く
大
惨
事
を
免
れ
た
。

二
〇
一
一
年
七
月
、
中
国
高
速
鉄
道
で
列
車
衝
突
・

脱
線
事
故
が
あ
っ
た
。
死
者
四
〇
名
と
さ
れ
て
い
る
。

事
故
車
輌
は
解
体
さ
れ
、
地
中
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

事
故
発
生
二
日
後
、
運
行
は
再
開
さ
れ
た
。

　

事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
捲
き
込
ま
れ
た
く
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会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

も
な
い
。
だ
が
、
事
故
は
起
こ
る
。
起
こ
っ
た
こ
と

を
批
難
、
糾
弾
す
る
の
は
容
易
い
。
事
故
が
起
き
た

後
の
処
し
方
に
、
国
・
組
織
・
人
の
品
格
が
あ
ら
わ

れ
る
よ
う
に
思
う
。
あ
の
時
、
Ｊ
Ｒ
の
職
員
は
「
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
」
と
詫
び
な
が
ら
毛
布
と
軽

食
を
渡
し
て
く
れ
た
。
客
を
目
的
地
ま
で
運
ぶ
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
る
か
ら
か
、
行
き
先
毎
に
人
数
を

確
認
し
て
、
バ
ス
を
手
当
し
た
。
避
難
誘
導
、
待
避

所
の
設
営
、
搬
送
等
徹
夜
で
職
責
を
全
う
し
た
。
彼

ら
の
家
族
も
被
災
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
一
方
、

乗
客
の
方
も
、
取
り
乱
す
よ
う
な
態
度
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
新
白
河
駅
で
は
公
衆
電
話
の
前
に
行
列
を

つ
く
っ
て
、
短
い
会
話
で
済
ま
せ
、
順
を
送
っ
た
。

避
難
所
で
は
携
帯
電
話
の
充
電
器
を
持
ち
寄
っ
た
。

夜
が
明
け
た
と
き
、
医
者
と
名
乗
る
乗
客
の
ひ
と
り

が
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
弱
い
ひ
と
の
た
め
に
、
体

操
用
マ
ッ
ト
を
体
育
館
の
中
央
に
集
め
て
敷
き
ま
し

ょ
う
、
丈
夫
な
ひ
と
は
壁
際
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
と

大
声
を
あ
げ
た
。
雑
魚
寝
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
一

斉
に
立
ち
上
が
り
、
整
然
と
さ
せ
た
。
何
気
な
い
譲

り
合
い
、
助
け
合
い
が
あ
っ
た
。

　

事
故
は
も
と
よ
り
災
害
、
疫
病
、
飢
饉
、
戦
争
は

身
近
に
あ
る
。
有
る
も
の
、
起
こ
る
も
の
と
想
定
し
、

備
え
て
お
け
ば
「
危
機
」
に
は
な
ら
な
い
。
取
り
乱

す
こ
と
も
な
い
。
有
事
を
想
定
し
、
訓
練
・
演
習
す

る
日
ご
ろ
の
心
構
え
。
最
善
を
願
い
な
が
ら
最
悪
に

備
え
る
。「
安
き
に
居
り
て
危
う
き
を
思
う
、
思
え

ば
則
ち
備
え
有
り
、
備
え
有
れ
ば
患
い
無
し
。」

　

昨
今
の
様
々
な
出
来
事
に
「
あ
の
日
あ
の
時
・
二

〇
一
一
年
三
月
一
一
日
」
の
こ
と
が
思
い
巡
っ
た
。
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